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～ 35歳」で23.1％であった。これを性別でみると、女性は高い順で、「28 ～ 30歳」が27.1％、次
いで「31 ～ 35歳」が24.9％、「25 ～ 27歳」が15.9％であった。一方、男性は、「28 ～ 30歳」が



































































































































































































































































































































































































WISETは、2002年12月に制定された「女性科学技術者育成支援法（Act on Fostering and 
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 １．あると思う     ２．ないと思う    ３．わからない 


















10．その他（                      ） 
 
Q３－１．上記の中で最も大きな理由と思われるものは何ですか。番号でお答えください。 








５．その他（                      ） 
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Q３－１．上記の中で最も大きな理由と思われるものは何ですか。番号でお答えください。 








５．その他（                      ） 
Q５．あなたは、大学における女性研究者の採用・昇進を積極的に促進する必要があると思
いますか。あてはまるものを１つ選んで○をつけてください。 










  １．ある   ２．ない  ３．わからない

Q８．Q７で「ある」と答えた方にお聞きします。それはどのような支援ですか。
（                                    ）

Q９．あなたの大学では、女性の院生を対象に次のような取組がありますか。
（１）博士課程の院生を対象とした就職説明会      
１．ある   ２．ない  ３．わからない
（２）修士課程の院生を対象とした就職説明会
１．ある   ２．ない  ３．わからない
（３）メンター制などの相談の場 
  １．ある   ２．ない  ３．わからない
（４）女性研究者の存在の見える化の取組
  １．ある   ２．ない  ３．わからない
（５）（４）で「ある」と答えた方にお聞きします。それは、どのような取組ですか。




１．とても勧めている ２．少し勧めている ３．あまり勧めていない ４．勧めていない

Q11．あなたの大学では、資質のある学部女子学生に大学院の進学を勧めていますか。






１．ある   ２．ない  ３．わからない
（２）女子学生を対象としたキャリアプラン、キャリアパスに関する学習機会の提供
１．ある   ２．ない  ３．わからない
（３）女子学生を対象としたロールモデル集の作成 





１．ある   ２．ない  ３．わからない
（２）中学生への出前事業
１．ある   ２．ない  ３．わからない
（３）小学生への出前事業
１．ある   ２．ない  ３．わからない
（４）女子高校生を対象とした理系進学に興味を持つ資料の作成（ロールモデル集の作成等）















10．その他（具体的に                              ） 
 
Q15．あなたは、Q14で選んだ支援制度のうち、ひとつでも活用したことがありますか。 
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１．ある   ２．ない  ３．わからない
（３）小学生への出前事業
１．ある   ２．ない  ３．わからない
（４）女子高校生を対象とした理系進学に興味を持つ資料の作成（ロールモデル集の作成等）















10．その他（具体的に                              ） 
 
Q15．あなたは、Q14で選んだ支援制度のうち、ひとつでも活用したことがありますか。 
 １． 活用したことがある   ２． 活用したことがない 
Q16．Q15で「活用したことがある」と答えた方にお聞きします。どの制度を活用しました
か。活用したことのある制度すべてを Q14の選択肢の中から選んで、番号でお答えください。 




 １．利用しやすかった制度：番号（   ） 
（理由：                                    ） 
 ２．利用しにくかった制度：番号（   ） 
（理由：                                    ） 
３．特になし 






（具体的に                                  ） 




 １． 活用したい   ２．活用したくない 

















１．必要だと思う   ２．必要だと思わない 











１．必要だと思う   ２．必要だと思わない 
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1. 自分は化学反応工学 1の科目で何を学ぶのか知っている。      
2 自分はこの授業で他の学生よりうまくできるという自信がある。      
3 一般的に化学反応工学を使用する領域は、男性が優れている領域である
と思う。 
     
4. 化学反応工学を使用する領域では、男性が女性より重要な仕事を任さ
れると思う。 
     
5 化学反応工学を使用する領域では、女性が男性に比べてより多くの困難
な出来事にあうだろうと思う。 
     
6. 自分は今までやったことのないことでも、自ら挑戦して直接やってみ
るほうだ。 
     
7. 化学反応工学を使用する分野において、男性の工学専攻者と女性の工
学専攻者では、貢献できることはそれぞれ違うと思う。 
     
8. 化学反応工学を使用する領域は、女性が積極的に参加できると思う。      
9. 化学反応工学を使用する領域において、女性の工学専攻者の役割は重
要だと思う。 
     
10. 化学反応工学を使用する領域では、女性が男性より業績を出すことは
できないと思う。 
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12. 卒業後において化学反応工学を使用する領域に進出しても、自分は競
争に勝つことができると思う。 
     





14. チーム活動時に、自分は良いアイデアをたくさん出すタイプである。      
15 チームに異性の学生が多ければ(女子学生の場合は男子学生、男子学生
の場合は女子学生)、チーム活動時に意見を言いにくい。 
     
16 自分は老若男女関係なくすべての人と気兼ねなく過ごすことができ
る。 
     
17. 自分は、チーム活動時にリーダーの役割をうまく担うことができる。      
18 自分は、チーム活動時に女子学生・男子学生が混ざっているチームを
好む。 
     
19. 自分は、多くの人々の前で話をするのが苦手なタイプだ。      
20. 女性と男性の混合チームでは、男子学生がリーダーになる方がチーム
の効率が高いと思う。 
     
21. チームの構成員が自分に好感を持ってくれることが自分にとっては
大切だ。 
     
22. チームでプロジェクトをする時、男性と女性の役割を区分しなければ
ならないと思う。 
     
23. チームに異性の学生が多い場合、チーム活動においてリーダーとして
先頭に立つような積極的な行動がとりにくい。 
     












































     
26. 自分は、日頃からあまり人と関係を持たないタイプだ。      
27. 男女混合のチームも同姓のみのチームと同じぐらい、チームメンバー
同士で良い関係が維持できると思う。 
     
28. 自分は、チーム活動時に積極的に意見を言うほうだ。      
29. 初対面の人に対して、まず自分から自己紹介をするほうだ。      
30. この授業で男女混合チームが構成された場合、能力があれば女子学生
もリーダーの役割を担ってもいいと思う。 
     
31. チームに異性の学生が混ざっている場合、行動面、言語面など色んな
面で同姓だけのチームより不便さを感じる。 
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1. 自分は化学反応工学 1の科目で何を学ぶのか知っている。      
2 自分はこの授業で他の学生よりうまくできるという自信がある。      
3 一般的に化学反応工学を使用する領域は、男性が優れている領域である
と思う。 
     
4. 化学反応工学を使用する領域では、男性が女性より重要な仕事を任さ
れると思う。 
     
5 化学反応工学を使用する領域では、女性が男性に比べてより多くの困難
な出来事にあうだろうと思う。 
     
6. 自分は今までやったことのないことでも、自ら挑戦して直接やってみ
るほうだ。 
     
7. 化学反応工学を使用する分野において、男性の工学専攻者と女性の工
学専攻者では、貢献できることはそれぞれ違うと思う。 
     
8. 化学反応工学を使用する領域は、女性が積極的に参加できると思う。      
9. 化学反応工学を使用する領域において、女性の工学専攻者の役割は重
要だと思う。 
     
10. 化学反応工学を使用する領域では、女性が男性より業績を出すことは
できないと思う。 










































     
12. 卒業後において化学反応工学を使用する領域に進出しても、自分は競
争に勝つことができると思う。 
     





14. チーム活動時に、自分は良いアイデアをたくさん出すタイプである。      
15 チームに異性の学生が多ければ(女子学生の場合は男子学生、男子学生
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34. 当講義におけるジェンダー認知(および男女平等)意識の高い教授・学
習について全般的に満足度が高い。 















 人文系 理数系 芸術・体育系 
最上位大学 4,762人 4,858人 627人 
ソウル所在主要大学 13,804人 12,079人 2,145人 
            
大学進学率比較（2008年度～2011年度 4年間の平均） 
 最上位大学 ソウル所在大学 全国４年制大学 
理数系 3％ 37％ 60％ 
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※ 理数系分野専攻者の人数 
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